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１．平成２１年のトキの繁殖ペア 

前年の１６ペアのうち２ペアを解消し、佐渡トキ保護センターの繁殖可能個体より新規

に４ペアを形成し（Ｓ、Ｔ、Ｕ、Ｖペア）、全１８ペアで繁殖に取り組みました（表１）。 

繁殖の方針としては、野生下放鳥に伴う飼育個体数の減少によって今後の飼育下繁殖に

不都合が生じることのないよう、健全な個体を数的に確保することを最優先としました。

ペア毎では下記（表１）の方針で取り組むこととしましたが、各ペアや全体の繁殖状況等

を考慮しながら対応しました。 

 

（表１）平成２１年の繁殖ペア ※印は新規ペア 

個  体  番  号 
ペア 場所 繁殖方針 

♂ ♀ 

Ａ 

Ｂ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ※ 

Ｔ※ 

Ｕ※ 

Ｖ※ 

センター

センター

センター

センター

多 摩 

センター

ＳＴ繁殖

多 摩 

センター

ＳＴ繁殖

センター

ＳＴ繁殖

センター

センター

センター

センター

ＳＴ繁殖

ＳＴ繁殖

人工孵化 

人 工 及 び 自 然 孵 化

人工孵化 

自然繁殖 

人 工 及 び 自 然 孵 化

人工及び自然孵化

自然繁殖 

人工及び自然孵化

人工及び自然孵化

自然繁殖 

人工及び自然孵化

自然繁殖 

人工孵化 

人工孵化 

人工及び自然孵化

人工及び自然孵化

自然繁殖 

自然繁殖 

１７（友友） 

１９（優優） 

２７ 

２０（新新） 

２８ 

３３ 

７１ 

３４ 

８０ 

３７ 

３９ 

９６ 

１５３（華陽）

８２ 

３５ 

８６ 

１０６ 

６２ 

１６（洋洋） 

１８（美美） 

４０ 

４８ 

２３ 

５２ 

３２ 

５８ 

３６ 

６８ 

１００ 

５３ 

５４ 

１５４（溢水）

１０４ 

１１５ 

１２９ 

２６ 
 

２．繁殖結果 

（１）産卵状況 

３月１８日の初産卵(Ｐペア)から、６月１日の最終産卵(Ｍペア)までの７６日間に、Ｔ

ペアを除いた１７ペアから合計１１３個の卵が産まれました。 

１ペア当たりの産卵数は６．３個（平成２０年：６．４個）で昨年並みとなりました。 

また、１１３個の卵のうち、産卵直後に破卵した１４個の卵を除く９９個について検卵

を行った結果、有精卵は６１個、無精卵は３８個と判定されました。 

なお、今年度は順化ケージ内では営巣、産卵はみられませんでした。 

 

（２）孵化状況 

６１個の有精卵から自然孵化で１０羽、人工孵化で３６羽、合計４６羽のヒナが孵化し

ました。残りの１５卵については、６卵が発育中止、９卵は抱卵中もしくは自然孵化直前

の破卵により孵化に至りませんでした。個体数確保の理由から人工孵化に積極的に取り組

んだため、孵化率は７５．４％と昨年を大きく上回りました（平成２０年：６１．７％）。 



 

（３）育雛状況 

自然孵化した１０羽のヒナのうち、１羽が自然育雛中に巣から落下して死亡（Ｐペア）、

１羽が虚弱体質のため死亡（Ｂペア）したほか、人工孵化した３６羽のうち１羽が自然育

雛への移行時に親によって巣から落下し死亡（Ｆペア）しました。 

４３羽のヒナが順調に成育しており、このうち４１羽は無事巣立ちしています。 

 

（４）飼育下での自然繁殖の状況について 

自然繁殖に成功したペアは１８ペア中４ペア（Ｂ、Ｉ、Ｎ、Ｐペア）となり、Ｂペアに

ついては４年連続で飼育下での自然繁殖に成功しています。 

また、自然育雛については上記４ペアの他、９ペア（Ａ、Ｅ、Ｇ、Ｋ、Ｏ、Ｑ、Ｒ、Ｓ、

Ｖ）が成功しています。 

 

（表２）各ペア（１８ペア）の繁殖の状況 

※印は新規ペア 

 

３．我が国の飼育下におけるトキの個体数（７月２９日現在） 

平成２１年の繁殖期は、合計４３羽のトキが成育し、成鳥１１０羽とあわせ、我が国

の飼育下におけるトキの総個体数は１５３羽となりました。 

 

○佐渡トキ保護センター      ：１０５羽（うちＨ２１生 ２７羽） 

○同センタ－野生復帰ステーション ： ３４羽（うちＨ２１生  ６羽） 

○多摩動物公園（東京都日野市）  ： １４羽（うちＨ２１生 １０羽） 

合計 １５３羽（うちＨ２１生 ４３羽） 

有精卵 不明卵 
ペア 場所 産卵数 

自然孵化 人工孵化 発育中止 破卵 
無精卵

（破卵） 

Ａ センター ４  １   ３  

Ｂ センター ８ ３（死亡１） ４  １   

Ｅ センター ７  １ ２  ４  

Ｆ センター ６  ２（死亡１）  ２  ２ 

Ｇ 多摩 ８  ４ １  ３  

Ｉ センター ４ １   ３   

Ｊ ＳＴ繁殖 ７     １ ６ 

Ｋ 多摩 ８  ６ １   １ 

Ｍ センター １２  ９  １ ２  

Ｎ ＳＴ繁殖 ４ ２   １ １  

Ｏ センター ８  １   ７  

Ｐ ＳＴ繁殖 ４ ４（死亡１)      

Ｑ センター １０   １  ９  

Ｒ センター ５  ５     

 Ｓ※ センター ７  １   ３ ３ 

Ｔ※ センター ０       

Ｕ※ ＳＴ繁殖 ４  ２   １ １ 

Ｖ※ ＳＴ繁殖 ７   １ １ ４ １ 

計  １１３ １０（死亡２） ３６（死亡１） ６ ９ ３８ １４ 



〔参考１〕

繁殖ペア数 産卵数 無精卵 不明卵 ふ化数
（A） （B） １ペア平均 （D） ふ化率

（B/A） （D/C,％）

1 4 4.0 1 1 1 50.0

1 10 10.0 8 0 2 100.0

2 17 8.5 1 1 13 86.7

2 21 10.5 3 0 14 77.8

3 33 11.0 6 7 19 95.0

5 34 6.8 8 1 22 88.0

7 42 6.0 13 2 22 81.5

9 46 5.1 3 13 23 76.7

11 54 4.9 13 11 18 60.0

20 121 6.1 43 23 31 56.4

順化ケージ除く 16 102 6.4 40 15 29 61.7

18 113 6.3 38 14 46 75.4

※平成２０年は多摩動物公園での繁殖実績及び野生復帰ステーションでの実績を含む。
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〔参考２〕

ふ化数 受入数 放鳥数 中国への移送数 死亡数

H10 1 ― ― ― ― 0 ― ―

H11 4 3 1 2 0 0 0 0

H12 7 3 2 1 0 0 0 0

H13 18 13 13 0 2 0 0 2

H14 25 14 14 0 7 0 2 5

H15 39 19 19 0 5 0 3 2

H16 58 22 22 0 3 0 0 3

H17 80 22 22 0 0 0 0 0

H18 97 23 23 0 6 0 0 6

H19 95 20 18 2 22 0 13 9

H20 112 31 31 0 14 10 0 4

H21 153 46 46 0 5 0 0 5

（増減の）計 ― 216 211 5 64 10 18 36

※個体数欄は、各年１２月末における個体数（ただし、H２１は表作成日における個体数）。
※増加および減少欄は年間（1月～12月）の個体数の増減を表す。

平成21年7月29日

飼育下におけるトキの個体数の推移

個体数 増加 減少年

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔参考３〕

飼育中（注１） 中国への移送（注２） ふ化後死亡（注３） 放鳥

H11生まれ 1 1 1 0 0 0

H12生まれ 1 2 2 0 0 0

H13生まれ 2 13 7 2 4 0

H14生まれ 2 14 6 3 5 0

0
（４羽を移送予定）

0
（６羽を移送予定）

注１：当該年に生まれた個体のうち、現在も佐渡トキ保護センター及び多摩動物公園で飼育されている個体数。
注２：当該年に生まれた個体のうち、中国に移送された個体数。
注３：当該年に生まれた個体のうち、我が国において既に死亡した個体数。
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ふ化個体の現状
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H19生まれ 11 18 11

H18生まれ 9 23

H21生まれ 18 46 43 0

トキの生年別飼育状況

平成21年7月29日
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